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１１１１    計画策定計画策定計画策定計画策定のののの趣旨趣旨趣旨趣旨    

財団法人大阪府スポーツ・教育振興財団（以下「財団」という。）は、学校給食の普及充

実並びに体育、スポーツ、レクリエーション、教育及び文化の振興を図り、もって府民生

活の向上及び健康の保持増進に貢献することを目的に、各種事業を実施している。 

公益法人制度改革や大阪府の出資法人改革、さらには食育の推進や指定管理者制度の導

入とスポーツ振興基本計画の見直しなど社会経済情勢の動向を踏まえ、これまでの財団の

実績とノウハウを活用し、時代の要請に応じた事業を戦略的かつ効果的・効率的に展開し

ていくため「中期経営計画」を策定するものとする。 

 

 

２２２２    計画計画計画計画のののの位置位置位置位置づけづけづけづけ    

（１）計画期間内における経営の基本的方向性を示すものである。 

（２）「大阪府の出資法人等への関与事項を定める条例（平成１８年１０月施行）」に基づ 

く経営評価において、府から「中期経営計画策定による計画的な事業推進に努めるこ 

と」等の助言を受けて、本計画を策定することにしたものである。 

（３）事務局、学校給食部及び門真スポーツセンター部における事業展開に当たって、 

計画期間に対処すべき事業目標の戦略（アクション）計画でもある。 

 

 

３３３３    基本方針基本方針基本方針基本方針    

財団財団財団財団はははは、、、、府府府府のののの児童生徒等児童生徒等児童生徒等児童生徒等のののの学校給食学校給食学校給食学校給食、、、、食育食育食育食育をををを支援支援支援支援するするするする唯一唯一唯一唯一のののの公益法人公益法人公益法人公益法人としてとしてとしてとして、、、、またまたまたまた、、、、門門門門

真真真真スポーツセンタースポーツセンタースポーツセンタースポーツセンターのののの府府府府のののの指定指定指定指定をををを受受受受けたけたけたけたスポーツスポーツスポーツスポーツ振興団体振興団体振興団体振興団体としてとしてとしてとして、、、、常常常常にそのにそのにそのにその設立設立設立設立目的目的目的目的・・・・役役役役

割割割割をををを自覚自覚自覚自覚しししし、、、、時代時代時代時代ののののニーズニーズニーズニーズにににに迅速迅速迅速迅速にににに対応対応対応対応するとともにするとともにするとともにするとともに、、、、財団財団財団財団のののの実績実績実績実績・・・・ノウハウノウハウノウハウノウハウややややネットワネットワネットワネットワ

ークークークークをををを活用活用活用活用しながらしながらしながらしながら、、、、積極的積極的積極的積極的にににに業務展開業務展開業務展開業務展開をををを図図図図るるるる。。。。    

    

    ⑴⑴⑴⑴    学校給食学校給食学校給食学校給食のののの普及充実普及充実普及充実普及充実をををを図図図図るとともにるとともにるとともにるとともに、、、、安全安全安全安全・・・・安心安心安心安心なななな学校給食用物資学校給食用物資学校給食用物資学校給食用物資のののの低廉低廉低廉低廉なななな価格価格価格価格でのでのでのでの

安安安安定供給定供給定供給定供給によりによりによりにより、、、、市町村等市町村等市町村等市町村等のののの学校給食学校給食学校給食学校給食・・・・食育食育食育食育をををを支援支援支援支援するするするする。。。。    

すべてのすべてのすべてのすべての子子子子どもにどもにどもにどもに安全安全安全安全でおいしいでおいしいでおいしいでおいしい給食給食給食給食をををを！！！！    

    ⑵⑵⑵⑵    府立府立府立府立スポーツスポーツスポーツスポーツ施設施設施設施設のののの管理運営管理運営管理運営管理運営ややややスポーツスポーツスポーツスポーツ振興事業振興事業振興事業振興事業のののの実施実施実施実施をををを通通通通じじじじ、、、、大阪府大阪府大阪府大阪府のののの生涯生涯生涯生涯スポースポースポースポー

ツツツツ社会社会社会社会づくりのづくりのづくりのづくりの推進推進推進推進にににに寄与寄与寄与寄与するするするする。。。。    

あなたのあなたのあなたのあなたのスポーツライフスポーツライフスポーツライフスポーツライフをををを応援応援応援応援しますしますしますします！！！！    
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４４４４    策定策定策定策定のののの背景背景背景背景とととと課題課題課題課題    

⑴⑴⑴⑴    公益法人制度改革公益法人制度改革公益法人制度改革公益法人制度改革    

    平成 18 年 6 月に公益法人改革関連３法が公布された。19年 4 月には、国の公益

等評価委員会が、10月には大阪府の公益等の評価機関が設置される予定である。 

遅くとも平成 20年 12月には、同法が全面施行され、その後 5年の間が、公益財

団法人等への移行期間となる。政省令や運用方針、さらには法人税制など全面施行

に向けて整備されることとなっており、その動向を把握し、戦略的に公益財団法人

への円滑な移行を進める必要がある。 

    

⑵⑵⑵⑵    大阪府行財政改革大阪府行財政改革大阪府行財政改革大阪府行財政改革プログラムプログラムプログラムプログラム（（（（案案案案））））    

平成 18年 11月、大阪府において平成 22年度に赤字構造からの脱却などの改革目

標を掲げて大阪府行財政改革プログラム(案)が策定され、当財団も府の出資法人とし

て、社会経済情勢の変化を踏まえ、財団の有する経営資源の活用戦略の検討等が求

められている。 

平成 19年 2月には、その行財政改革工程表において、当財団は「給食事業部門及

びスポーツ・教育振興部門の各部門の効果的・効率的運営に努めつつ、自立的な法

人のあり方を検討する。」と公表されたところである。 

    

⑶⑶⑶⑶    時代時代時代時代のののの要請要請要請要請のののの変化変化変化変化    

    財団は、大阪府の出資法人として指定を受けているが、官民の役割分担や連携の

あり方も含め、あらためて学校給食部、門真スポーツセンター部の事業について、

今日的な時代要請を踏まえながら、より一層柔軟な事業展開を図る必要がある。 

① 学校給食部 

     食育基本法が平成 17 年 6 月に制定され、18 年 3 月には国の食育基本計画が、

また、19年 3月には、大阪府の食育推進計画が策定された。現在、飽食、さらに

崩食の時代と言われ、子どもの偏食、個食、孤食、肥満、朝食の欠食が問題とな

っており、さらには食の生産体験の希薄化や食文化の伝承など食をめぐる環境の

変化に対して、各機関・団体において計画的な取組が求められている。 

児童生徒の心身の健全な発達と望ましい食習慣を形成する上での学校給食の役

割の重要性が指摘されており、また、食育の推進における学校給食及び学校への

期待がかつてない高まりをみせているので、これらニーズに即した事業展開が必

要となってきている。 

   

 ② 門真スポーツセンター部 

     公の施設の管理運営に指定管理者制度が導入され、平成 18年 4月からスポーツ

振興団体に指定された財団と、公募による維持管理団体が指定管理者共同事業体
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を構成し、門真スポーツセンターの管理運営に当たっている。全国に先駆けた運

営形態であり、財団と民間企業のメリットを活かし、国際的、全国的規模のスポ

ーツ大会が開催でき、府民のスポーツ振興の中核施設として、市町村立や民間の

施設との役割分担をした広域型の施設運営が求められている。 

また、門真スポーツセンターは、平成 16年度から大阪府広域スポーツセンター

の指定を受けているところであり、大規模かつ多様な施設機能と、財団が有する

専門職等の人材やノウハウ、ネットワークを活用し、国の「スポーツ振興基本計

画」も踏まえたスポーツ振興事業の展開が求められている。 

なお、指定管理者制度の導入に伴い「体育会館」、「少年自然の家」に当該施設

の管理運営のノウハウを有する職員を平成 22年度まで出向させ、指定管理者の円

滑な運営を支援している。 

 

５５５５    目標目標目標目標((((ビジョンビジョンビジョンビジョン))))とととと戦略戦略戦略戦略    

  

⑴⑴⑴⑴    公益財団法人公益財団法人公益財団法人公益財団法人へへへへ移行移行移行移行しししし、、、、府府府府とのとのとのとの連携連携連携連携をををを図図図図りながらりながらりながらりながら、、、、自立的自立的自立的自立的なななな運営運営運営運営をををを行行行行うううう。。。。    

 

・ 公益法人制度改革、法人税制の動向を把握し、「公益財団法人」への移行を進め、

優遇税制等による財団の安定的運営を図るとともに、財団事業に応じた繰り入れを

行い、府の出資比率を見直す。(22年度まで)。 

・ 財団経営に関する、府からの人件費補助を廃止し、自立的な運営に努める。 

・ 専門性を有する人材の確保に努める一方、職員の専門性と資質向上のため、研修等

を充実する。 

 

⑵⑵⑵⑵        学校給食学校給食学校給食学校給食やややや食育食育食育食育をををを支援支援支援支援するためするためするためするため、、、、市町村市町村市町村市町村とのとのとのとの信頼関係信頼関係信頼関係信頼関係をををを維持維持維持維持しししし、、、、時代時代時代時代のののの

ニーズニーズニーズニーズにににに即即即即ししししたたたた事業展開事業展開事業展開事業展開をををを図図図図るるるる。。。。 

      

・ 安全・安心、良質な学校給食用物資の低廉な価格での安定供給を継続して行うとと

もに、関係機関等と連携しながら、一般物資の延べ検査項目数や取扱品目数を拡大

する。 

・ 食育の推進などの新しいニーズを踏まえ、大阪府内地場産物を使用した食品やアレ

ルギー対応食品、児童生徒の栄養バランス等に対応した学校給食用食品の開発を行

い、新規開発食品の品目数及び供給市町村数を拡大する。 

・ 大阪府学校給食大会や食育講演会など学校給食普及事業を継続して行い、内容の充

実を図るとともに、参加者数を拡大する。 
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⑶⑶⑶⑶    生涯生涯生涯生涯スポスポスポスポーツーツーツーツ社会社会社会社会づくりをづくりをづくりをづくりを推進推進推進推進するためするためするためするため、、、、府立府立府立府立スポーツスポーツスポーツスポーツ施設等施設等施設等施設等のののの有有有有するするするする

高度高度高度高度ななななスポーツスポーツスポーツスポーツ機能機能機能機能をををを活用活用活用活用しししし、、、、時代時代時代時代ののののニーズニーズニーズニーズにににに即即即即したしたしたした事業展開事業展開事業展開事業展開をををを図図図図るるるる。。。。 

      

・ 府民・利用者の安全・安心、良質なサービスの提供を継続して行い、利用者、来館

者数を拡大する。 

・ 門真スポーツセンターの施設機能や財団の専門性、ネットワークなど、高度なスポ

ーツ機能を活かし、国際的、全国的規模の大規模スポーツ大会の積極的誘致及び継

続的な開催に努めるともに、各種スポーツ教室やスポーツフェスティバル等財団の

自主事業の充実を図り、参加者数の拡大を図る。 

・ 生涯スポーツ社会づくりを推進するため、子どもの体力向上を目的とした事業や、

講演会や講習会等のスポーツ振興事業を新たに展開する。 

 

 

６６６６    事業展開事業展開事業展開事業展開    

  目標と戦略を踏まえ、健全経営を維持しつつ次の事業を具体的に展開する。 

 

  ⑴⑴⑴⑴    事務局事務局事務局事務局    

・ 公益財団法人への円滑な移行を行うため、公益法人制度改革や行財政改革など国や

府の動向を把握しながら、移行準備を進める。  

・ 公益事業の充実を図るため、府等との連携や調整、情報収集を行う。 

・ 各部間の連絡、調整を図るとともに、財団の組織や人事の管理、研修等による人材

育成を行う。 

 

  ⑵⑵⑵⑵    学校給食部学校給食部学校給食部学校給食部    

・ 物資運営委員会、品質小委員会、開発選定委員会等を通じて市町村等のニーズを十

分に把握し、府、各市町村や農協、指定工場、登録業者との財団のネットワークや

ノウハウを活かし、学校給食用物資の効率的な供給を行う。また、府内地場産物な

どの新規開発食品について、開発選定委員会からの提案の具体化に努める。 

・ 安全、良質な物資供給を行うため、食品衛生監視員、管理栄養士等の専門職員を活

用しながら、残留農薬や食品アレルゲンなど検査項目の拡充を図る。 

・ 栄養教諭、栄養職員等への支援や食育の推進を支援する新たな事業を実施するとと

もに、大阪府学校給食大会、学校給食調理講習会等の従前からの事業については、

参加者ニーズに応じた事業展開を行う。 

・ 情報委員会の意見を踏まえ、市町村、府民のニーズに対応した学校給食や食育に関

する情報の一元的な発信に努め、ビデオ・書籍の貸出を拡大するとともに、最新の

情報をホームページに掲載する。 
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  ⑶⑶⑶⑶    門真門真門真門真スポーツセンタースポーツセンタースポーツセンタースポーツセンター部部部部    

・ 財団が、指定管理者（なみはやドーム指定管理者共同事業体）の代表者として主導

力を発揮しながら、維持管理団体と連携し、施設の維持管理や一般開放、専用利用

等の施設情報を共有化するとともに、危機管理等の研修の共同開催等を行い、門真

スポーツセンターの円滑な管理運営を行う。 

・ 競技団体等とのネットワークやこれまでの人的パイプを活かし、国際的、全国的規

模の競技大会開催予定等の情報収集に努め、大会誘致や継続開催を働きかけるとと

もに、円滑な開催を支援する。また、各団体の協力を得て、各種スポーツ教室、ス

ポーツイベント等を一層充実するとともに、臨時開館や早朝夜間開放など、競技団

体等の利用者ニーズに対応した柔軟な運営に努める。 

・ 府教育委員会と連携を図りながら、府内小学校対抗ドッジボール大会等を共催し、

子どもの体力向上に向けた取組を支援するほか、トップアスリートを派遣し、高等

学校で部活動を行う生徒、地域のスポーツクラブでスポーツを楽しむ府民等を対象

に、門真スポーツセンターや高等学校等における講演会や講習会の開催等の新たな

スポーツ振興事業を展開する。 

・ 小・中・高等学校の総合的な学習の時間を支援するため、児童生徒等の実習・体験

学習の受入を実施するとともに、高校生・大学生のインターンシップ研修の受入や、

教員研修の受入を継続する。また、財団の社会貢献活動の一環として、リサイクル

テニスボールの高等学校部活動等での再利用についても継続して取り組む。 

 

 

７７７７    計画期間及計画期間及計画期間及計画期間及びびびび進行管理進行管理進行管理進行管理    

  平成 19年度から平成 22年度までの 4年間の中期経営計画とする。 

  本計画を基に毎年度の事業活動について、「年度経営目標」と「年度実績」を作成する

とともに、財団を取り巻く経営環境の変化に応じて、必要な見直しを行うものとする。 

 


